
 

塚
原
古
墳
群
は
、
地
域
の
貴

重
な
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
現
在
作
成
を
進
め
て

い
る
三
島
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
の
な
か
で
、
計
画
の
対
象

と
す
る
文
化
財
の
一
つ
に
位
置
付

け
、
市
民
へ
の
周
知
や
観
光
資
源

と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
関
係
各

課
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

新
庁
舎
建
設
事
業
の
候
補
地
２
つ
の
選
択

 

車
に
頼
ら
な
い
ま
ち
、
来
庁
不
要
な
市
役
所
を
目
指
す

当
市
に
と
っ
て
、
自
家
用
車
が
減
少
す
る
近
い
将
来
、
駐
車

場
は
不
要
な
財
産
と
な
ら
な
い
か
。

　
市
役
所
見
学
の
一
環
と
し
て
、
三
島
市
立
山
田
小
学
校
の

６
年
生
と
、
三
島
市
立
北
上
小
学
校
の
３
年
生
の
皆
さ
ん
が

議
場
に
見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
野
　
淳
祥

（
緑
水
会
）

 

※
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
普
及
で
、
自
動
車
を
自
ら
運
転
し

て
の
来
庁
者
は
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
た
に

乗
降
や
待
合
の
場
が
必
要
と
な
り
、
早
い
段
階
で
の

駐
車
場
削
減
は
難
し
い
。
さ
ら
な
る
技
術
の
進
展
に

よ
り
将
来
的
に
不
要
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
民
間
活

用
も
視
野
に
入
れ
た
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

魅
力
あ
る
歴
史
・
文
化
で
発
展
す
る
三
島
を
さ
ら
に

 

日
本
遺
産
「
箱
根
八
里
」
の
誘
客
を
進
め
る
な
か
、
沿

線
上
に
あ
る
「
塚
原
古
墳
群
」
は
、
重
要
な
歴
史
的
史
跡
で

あ
る
が
、
今
後
の
保
全
と
活
用
を
伺
う
。

 

有
識
者
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
避
難
所
の
実
情
に

応
じ
た
わ
か
り
や
す
い
ス

タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
を
備
え
ら

れ
る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。

買
い
物
難
民
対
策

 

買
い
物
が
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、
移
動
ス
ー
パ
ー

の
事
業
展
開
を
三
島
市
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
な
い
か

伺
う
。

 

日
常
の
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
皆
様
に
必
要
な

情
報
と
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
渡
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
、
高
齢
者
く
ら

し
の
便
利
帳
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
三
島
商
工
会
議
所
と
も
連

携
し
、
よ
り
広
く
周
知
す
る
方
法
を
検
討
す
る
な
ど
、
広
報

面
で
の
支
援
を
行
う
。

災
害
時
の
動
物
と
の
同
行
避
難

 
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
（
動
物
を
避
難
さ
せ
る
た
め
の
資

材
）
を
各
避
難
所
に
置
き
、
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

 

市
と
県
と
の
間
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
回
線
と
は
別
に
、
防

災
行
政
無
線
電
話
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
県
か
ら

情
報
収
集
要
員
や
市
町
支
援
機
動
班

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
自
衛
隊
の
派
遣
要
請
が
必
要
と

な
っ
た
際
の
県
と
の
連
携
体
制
は
確

保
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

H
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

 

公
費
接
種
期
間
が
令
和
6
年
度
で
終
了
す
る
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
世
代
に
確
実
に
知
ら
せ
る
た
め
、
Q
Ｒ
コ
ー
ド
付
き

の
ハ
ガ
キ
で
個
別
通
知
が
で
き
な
い
か
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

月
１
回
の
発
行
と
な
る
広
報
み
し
ま
の
今
後

 

令
和
５
年
度
に
さ
ら
な
る
個
別
通
知
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
市
と
し
て
も
重
要
と
考
え
る
。
対
象
の
方
が
家
族
と
相

談
す
る
な
ど
、
接
種
計
画
を
立
て
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
夏

休
み
前
に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
ハ
ガ
キ
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
お
よ
び
定
期
接
種
対
象
者
に
個
別
周
知
実
施
を
考
え

て
い
る
。

災
害
時
の
命
を
守
る
取
り
組
み

 

自
衛
隊
災
害
派
遣
が
必
要
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

原
則
県
知
事
要
請
に
な
る
と
思
う
が
、
市
と
県
の
災
害
派
遣

の
連
携
体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
。

 

小
学
校
1
年
生
に
配
布
し
て
い
る
黄
色
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
、
夏
場
の
暑
い
時
期
を
除
き
、
登
下
校
や
防
災
訓
練
に
お

い
て
使
用
し
て
い
る
。
現
在
、
配
布
し
て
い
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
規
格
や
価
格
等
を
勘
案
し
、
登
下
校
時
用
と
自
転
車
乗
車

用
と
し
て
兼
用
可
能
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
調
査
、
研
究

し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
て

 

利
用
者
負
担
を
求
め
て
い
な
い
自
治
体
は
、
学
校
給
食

法
第
11
条
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
。
同
法
は
給
食
費
の
負
担
を

市
が
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
か
。

祇
園
原
線
歩
道
か
ら
出
る
赤
褐
色
の
溢
水
へ
の
懸
念

 

学
校
給
食
法
第
11
条
で
は
、
学

校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
施
設
お

よ
び
設
備
に
要
す
る
経
費
は
設
置

者
で
あ
る
市
が
負
担
し
、
学
校
給

食
費
に
つ
い
て
は
学
校
給
食
を
受

け
る
児
童
ま
た
は
生
徒
の
保
護
者

が
負
担
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

市
で
は
法
に
基
づ
き
受
益
者
負
担

を
適
正
と
考
え
、
保
護
者
負
担
と
し
て
い
る
。

自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
規
格

 

小
学
生
低
学
年
が
使
用
す
る
黄
色
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
自
転

車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
規
格
外
品
で
あ
る
。
規
格
に
適
合
さ

せ
、
長
期
に
使
用
可
能
な
形
状
に
変
更
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

公
立
幼
稚
園
公
立
保
育
園
の
統
廃
合

服
部
　
正
平
　

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

鈴
木
　
文
子
　

（
公
明
）

土
屋
　
利
絵

（
改
革
み
し
ま
）

議
場
見
学
に
よ
う
こ
そ

議員が座る議席に座って市役所や市議会のことを勉強しました。

三島市議会の議員は何人いるか

分かる人～？

※ MaaS とは…さまざまな交通
サービスを 1 つの移動サービ
スとして捉えること。

23 日	 三島市議会議員選挙 
	24 日	 当選証書付与式

市議会議員当選者説明会
旧会派代表者等打ち合わせ会 

 １日　新会派代表者打ち合わせ会
 ２日　初当選議員説明会
 ８日　新会派代表者打ち合わせ会

議会運営委員会
11日　春の全国交通安全運動

初日一斉街頭広報

15 日　臨時会
各派代表者会議

17日　経済建設委員会
18日　福祉教育委員会
19日　総務委員会
20日　統一美化キャンペーン
25日　全議員説明会
30日　各派代表者会議

議会運営委員会

 １日　静岡県地方議会議長連絡協
議会定期総会・政策研修会

 ６日～ 22日　６月定例会　
 ６日　各派代表者会議

本会議（議案審議）
議会だより編集委員会

14・15・16・19・20日　
本会議（一般質問）

15日　各派代表者会議
議会運営委員会

20日　議会報告会運営会議
22日　本会議（議案審議）
　　　  各派代表者会議
23日　議会だより編集委員会
28日　議会報告会運営会議

月４

月５

月６

10みしま市議会だより 2023.8.111 みしま市議会だより 2023.8.1


